
「
表
　
決
」

表
決
と
は
、
議
会
の
意

思
決
定
に
議
員
が
参
加
す

る
た
め
の
手
段
で
、賛
成
、

反
対
の
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
議
長
が

表
決
を
と
る
こ
と
を
「
採

決
」
と
い
い
、
表
決
の
結

果
得
ら
れ
た
議
会
の
意
思

決
定
（
例
え
ば
可
決
、
否

決
、
同
意
な
ど
）
を
「
議

決
」
と
い
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
表
決
は
、
議
会

の
審
議
過
程
に
お
け
る
最

終
手
続
に
な
り
ま
す
。

表
決
の
方
法
に
は
、
大

別
す
る
と
議
長
が
議
題
に

関
し
て
賛
成
す
る
者
を
起

立
さ
せ
、
そ
の
多
少
を
認

定
し
て
行
う
「
起
立
表

決
」
と
起
立
者
の
多
少
を

認
定
し
が
た
い
場
合
に
行

う「
投
票
に
よ
る
表
決
」、

議
長
が
異
議
の
有
無
を
諮

る
「
簡
易
表
決
」
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。
本
市
議
会

に
お
い
て
は
、
通
常
「
起

立
表
決
」と「
簡
易
表
決
」

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。 議

会
用
語
の

　
　
ミ
ニ
知
識

創
政
会
　
　
　
古
市
　
　
正

自
治
会
に
入
る
と
特
典
が
受
け

ら
れ
る
事
業
を
始
め
な
い
か

日
本
共
産
党
　
上
田
　
博
之

米
飯
の
外
注
経
費
を
お
か
ず
の

充
実
に
回
し
お
い
し
い
給
食
に

�

二
見
　
　
昇
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
の

た
め
関
係
機
関
と
の
連
携
を

�

畑
井
　
陽
子
　

可
燃
ご
み
削
減
の
た
め
に
さ

ら
に
施
策
を
検
討
し
な
い
か

市の鳥「カワセミ」

市の花「バラ」

●
環
境
政
策
と
ご
み
減
量
化
に
つ

い
てＱ　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
に
定
め
ら
れ
た
、
家
庭
系
可
燃

ご
み
削
減
の
目
標
値
と
実
態
に
乖

離
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、現
状
は
。

Ａ　

令
和
３
年
度
の
目
標
値
は

９
７
３
１
ト
ン
だ
が
、
実
績
値
は

１
万
３
７
２
５
ト
ン
で
、
約
４
０

０
０
ト
ン
乖
離
し
て
い
る
。
２
年

度
比
で
約
６
９
０
ト
ン
削
減
し
た

が
、目
標
値
に
は
届
い
て
い
な
い
。

Ｑ　

可
燃
ご
み
削
減
の
た
め
、

排
出
量
の
多
い
生
ご
み
だ
け
を
集

め
る
方
法
を
検
討
し
て
は
。ま
た
、

資
源
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
上
が

ら
な
い
中
で
、
集
団
回
収
を
再
考

す
べ
き
と
思
う
が
、市
の
考
え
は
。

Ａ　

資
源
化
を
図
る
た
め
に
有

効
な
方
法
と
認
識
し
て
い
る
が
、

整
理
す
べ
き
課
題
も
多
い
。
先
進

自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
今
後
の

取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。ま
た
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
徹
底
や

伐
採
枝
の
分
離
回
収
な
ど
で
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
向
上
を
図
り
た
い
。

●
不
登
校
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　

本
市
の
不
登
校
児
童
・
生

徒
数
は
、
年
々
増
加
傾
向
で
あ

り
、
相
談
か
ら
支
援
ま
で
一
貫
し

て
行
え
る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
整
備
や
支
援
を
充
実
さ
せ
る

べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ　

現
在
、
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
設
置
計
画
は
な
い
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
踏
ま
え
、
新

た
な
支
援
の
検
討
が
必
要
と
考
え

る
。
今
後
も
、
教
育
支
援
教
室
の

整
備
、
充
実
と
併
せ
、
支
援
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

●
学
校
給
食
の
無
償
化
を
展
望
し

つ
つ
抜
本
的
な
質
の
向
上
を

Ｑ　

令
和
４
年
５
月
19
日
に
物

価
高
騰
に
対
す
る
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
、
給
食
へ
の
支
援
を
市
に

申
し
入
れ
た
。ど
う
対
応
す
る
か
。

Ａ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

給
食
を
試
食
し
た
が
、
他

市
に
比
べ
食
材
の
彩
り
だ
け
で
な

い
差
を
感
じ
た
。
同
じ
食
材
費
な

の
に
な
ぜ
違
い
が
生
じ
る
の
か
。

Ａ　

完
食
を
目
指
し
、
主
要
食

材
を
細
か
く
刻
む
こ
と
で
色
味
が

薄
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
彩
り
の

工
夫
は
今
後
も
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

主
食
の
米
飯
は
外
注
で
炊

い
て
い
る
が
、
生
米
の
納
品
価
格

と
炊
い
た
米
飯
と
の
価
格
差
は
。

Ａ　

生
米
の
納
品
価
格
に
比

べ
、
炊
い
た
米
飯
は
46
円
高
い
。

Ｑ　

給
食
費
は
食
材
費
だ
け
を

請
求
す
る
も
の
だ
が
、
外
注
の
米

飯
に
は
人
件
費
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
る
。
生
米
と
の
差
額
分
を
お
か

ず
の
充
実
に
使
用
す
る
考
え
は
。

Ａ　

米
飯
は
他
の
加
工
品
と
同

様
と
考
え
、
炊
い
た
米
飯
１
食
分

の
金
額
を
原
価
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と

し
て
、
何
ら
か
の
形
で
給
食
費
の

無
償
化
を
進
め
て
い
る
自
治
体
は

３
分
の
１
も
あ
る
。
本
市
も
無
償

化
に
向
け
、研
究
を
進
め
な
い
か
。

Ａ　

完
全
給
食
の
実
施
に
よ
り

負
担
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
経
済

的
支
援
が
必
要
な
世
帯
へ
は
就
学

援
助
を
行
っ
て
い
る
た
め
、現
在
、

無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

●
自
治
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　

自
治
会
に
入
る
と
特
典
が

受
け
ら
れ
る
と
い
う
事
業
を
始
め

な
い
か
。ま
た
、自
治
会
加
入
の
声

掛
け
セ
ッ
ト
を
用
意
す
る
な
ど
、

通
年
で
加
入
促
進
を
図
っ
て
は
。

Ａ　

導
入
し
て
い
る
自
治
会
の

運
用
方
法
な
ど
を
情
報
収
集
し
た

い
。
ま
た
、
啓
発
物
品
を
用
意
す

る
取
り
組
み
を
自
治
会
長
連
絡
協

議
会
と
協
議
し
、
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

自
治
会
が
担
っ
て
い
る
資

源
ご
み
収
集
所
管
理
を
組
織
率
変

化
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
は
。

Ａ　

市
が
一
律
で
委
託
す
る
考

え
は
な
い
が
、
大
き
な
負
担
に
な

っ
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
、
よ

り
よ
い
方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

●
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

進
捗
に
つ
い
て

Ｑ　

令
和
３
年
４
月
に
、
教
職

員
の
時
間
外
在
校
時
間
の
上
限
を

原
則
１
か
月
45
時
間
と
す
る
規
則

を
制
定
し
た
が
、
３
年
度
は
範
囲

内
に
収
ま
っ
た
の
か
。

Ａ　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
推
進

な
ど
で
、約
48
時
間
だ
っ
た
が
、平

成
30
年
度
と
比
べ
約
３
時
間
削
減

さ
れ
た
。今
後
も
学
校
と
連
携
し
、

時
間
外
勤
務
削
減
を
進
め
た
い
。

Ｑ　

中
学
校
の
運
動
部
活
動
を

検
討
し
て
き
た
国
の
有
識
者
会
議

が
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
休
日
の

部
活
動
を
地
域
移
行
す
る
と
提
言

し
た
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

部
活
動
推
進
協
議
会
を
立

ち
上
げ
て
お
り
、
７
年
度
を
目
標

に
本
市
に
合
っ
た
部
活
動
の
在
り

方
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
対
応
に
つ

い
てＱ　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す

る
関
係
機
関
と
の
連
携
と
、
実
態

調
査
を
積
極
的
に
行
う
考
え
は
。

Ａ　

庁
内
関
係
部
署
に
調
査
を

実
施
し
、
実
態
の
把
握
に
努
め
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
体
制

を
つ
く
り
、
専
門
性
を
生
か
し
た

包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

令
和
３
年
12
月
定
例
会
で

は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知
度

を
上
げ
る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど

も
有
効
な
手
段
と
考
え
る
と
の
答

弁
が
さ
れ
た
が
、
検
討
結
果
は
。

Ａ　

正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う

分
か
り
や
す
い
内
容
で
作
成
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
教
育
委
員
会

と
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

●
給
食
費
の
公
会
計
制
度
導
入
の

検
討
結
果
に
つ
い
て

Ｑ　

給
食
費
の
公
会
計
制
度
導

入
に
向
け
た
検
討
結
果
は
。

Ａ　

給
食
費
の
徴
収
管
理
や
会

計
処
理
方
法
な
ど
の
課
題
を
整
理

し
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

給
食
費
の
支
払
い
は
、
口

座
振
替
依
頼
書
の
提
出
に
基
づ
き

行
わ
れ
る
が
、
保
護
者
が
書
類
提

出
を
拒
ん
だ
場
合
、ど
う
す
る
か
。

Ａ　

金
融
機
関
口
座
を
持
っ
て

い
な
い
な
ど
の
場
合
は
、
現
金
で

の
支
払
い
を
お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ　

令
和
３
年
度
末
の
就
学
援

助
認
定
者
は
何
人
、
何
世
帯
か
。

ま
た
、
認
定
者
の
中
に
給
食
費
の

未
納
者
は
い
る
の
か
。

Ａ　

１
９
５
９
人
、
１
２
７
３

世
帯
で
あ
る
。ま
た
、支
払
い
は
行

わ
れ
る
た
め
、未
納
者
で
は
な
い
。

議
会
の
動
き

●
５
月

20
日　

議
会
全
員
協
議
会

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

●
６
月

１
日　

�

６
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）・
議
会
全
員
協
議
会

６
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

７
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

８
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

10
日　

基
地
政
策
特
別
委
員
会

15
日　

�

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２
日
）

16
日　

�

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第

３
日
）･
議
会
運
営
委
員
会

17
日　

�

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第

４
日
） 

21
日　

�

６
月
定
例
会
本
会
議
（
最

終
日
）・
議
会
全
員
協
議

会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

●
７
月

15
日　

�

厚
木
基
地
に
関
す
る
要
望

書
提
出
（
防
衛
省
ほ
か
）

20
日　

議
会
全
員
協
議
会

●
８
月

２
日　

�

議
会
報
編
集
委
員
会

３
日
～�

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
延
期
）

９
日
～�

10
日　

基
地
政
策
特
別
委

員
会
行
政
視
察
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
延
期
）
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